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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のトラックを有し、前記トラックごとに、データと、１以上の前記トラックに跨っ
て信号を再生することが可能な再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅
方向の位置関係を検出するために必要なパターンを含むプリアンブルとが記録され、前記
複数のトラックの前記データ及び前記プリアンブルを前記データを再生するための信号処
理の一単位であるユニットとして、複数の前記ユニットがトラック方向に連続して記録さ
れた記録媒体から前記データを再生する装置であって、
　前記ユニットごとの前記パターンの再生信号をもとに、前記再生ヘッドと前記複数のト
ラックとの再生時のトラック幅方向の位置関係に相当するチャネル行列を演算するチャネ
ル推定演算部と、
　前記ユニット内の前記パターンの再生信号をもとに前記チャネル推定演算部にて求めら
れたチャネル行列を用いて、前記データの区間内で可変のチャネル行列を推定するチャネ
ル行列推定部と、
　前記チャネル行列推定部により推定された可変のチャネル行列を用いて、前記再生ヘッ
ドによって再生された前記１ユニット分の前記データの再生信号から、前記トラックごと
の前記データの再生信号を分離する信号分離演算部と
　を具備することを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する複数の前記ユニット内の前記パターンの再生信号
をもとに前記チャネル推定演算部にて求められた複数のチャネル行列を用いて、前記デー
タの区間内で可変のチャネル行列を推定することを特徴とする再生装置。
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【請求項３】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する複数の前記ユニット内の前記パターンの再生信号
をもとに前記チャネル推定演算部によってそれぞれ求められた複数のチャネル行列から、
前記データの区間を分割した個々の区間にそれぞれ対応する複数のチャネル行列を推定し
、
　前記信号分離演算部は、前記チャネル行列推定部によって得られた前記複数のチャネル
行列を用いて、前記個々の区間ごとに、前記再生ヘッドによって再生された前記１ユニッ
ト分の前記データの再生信号から、前記トラックごとの前記データの再生信号を分離する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する複数の前記ユニット内の前記パターンの再生信号
をもとに前記チャネル推定演算部によって求められた複数のチャネル行列から、直線補間
によって、前記データの個々の区間にそれぞれ対応する複数のチャネル行列を推定するこ
とを特徴とする再生装置。
【請求項５】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する２つの前記ユニット内の前記パターンの再生信号
をもとに前記チャネル推定演算部によって求められた２つのチャネル行列から、前記２つ
のユニット内の前記プリアンブルに挟まれたデータの区間内で可変のチャネル行列を推定
することを特徴とする再生装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記チャネル行列推定部は、連続する複数の前記ユニット内の前記パターンの再生信号
をもとに前記チャネル推定演算部によって求められた複数のチャネル行列から、前記複数
のパターンの両方よりも後方に位置するデータの区間内で可変のチャネル行列を推定する
ことを特徴とする再生装置。
【請求項７】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記パターンが、前記トラックごとにユニークな位置に配置された、最小記録波長と同
等あるいはそれ以上の記録波長の信号からなる分離パターンであることを特徴とする再生
装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記パターンが、トラッキングサーボ情報であることを特徴とする再生装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記信号分離演算部は、前記チャネル行列推定部により推定された前記可変のチャネル
行列の一般化逆行列を求め、この一般化逆行列と、前記再生ヘッドによって再生された前
記１ユニット分の前記データの再生信号とから、前記トラックごとの前記データの再生信
号を分離することを特徴とする再生装置。
【請求項１０】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記信号分離演算部は、前記チャネル行列推定部により推定された可変のチャネル行列
に対して、ＭＭＳＥ（Minimum Mean Squared Error）法により、前記トラックごとの前記
データの再生信号を分離することを特徴とする再生装置。
【請求項１１】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記１ユニット分の複数のトラックに対してそれぞれ異なる位置関係で信号を再生可能
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なように、前記再生ヘッドを複数備えることを特徴とする再生装置。
【請求項１２】
　請求項１に記載の再生装置であって、
　前記１ユニット分の複数のトラックに対してそれぞれ異なる位置関係で信号を再生可能
なように、前記再生ヘッドは前記トラックの幅方向に移動可能であることを特徴とする再
生装置。
【請求項１３】
　複数のトラックを有し、前記トラックごとに、データと、１以上の前記トラックに跨っ
て信号を再生することが可能な再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅
方向の位置関係を検出するために必要なパターンを含むプリアンブルとが記録され、前記
複数のトラックの前記データ及び前記プリアンブルを前記データを再生するための信号処
理の一単位であるユニットとして、複数のユニットがトラック方向に連続して記録された
記録媒体から前記データを再生する方法であって、
　前記ユニットごとの前記パターンの再生信号をもとに、前記再生ヘッドと前記複数のト
ラックとの再生時のトラック幅方向の位置関係に相当するチャネル行列を演算するステッ
プと、
　連続する複数の前記ユニット内の前記パターンの再生信号をもとに前記チャネル行列演
算ステップにてそれぞれ求められた複数のチャネル行列を用いて、前記データの区間内で
可変のチャネル行列を推定するステップと、
　前記推定された可変のチャネル行列を用いて、前記再生ヘッドによって再生された前記
１ユニット分の前記データの再生信号から、前記トラックごとの前記データの再生信号を
分離するステップと
　を具備することを特徴とする再生方法。
【請求項１４】
　記録媒体に複数のトラックを記録する装置であって、
　前記トラックごとに記録すべきデータを符号化するマルチトラック記録符号化部と、
　前記マルチトラック記録符号化部により符号化された前記トラックごとの前記データの
符号列にそれぞれ、１以上の前記トラックに跨って信号を再生することが可能な再生ヘッ
ドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅方向の位置関係を検出するために必要な
パターンを含むプリアンブルを付加するマルチトラックプリアンブル付加部と、
　前記複数のトラックの前記プリアンブル及び前記データを、前記データを再生するため
の信号処理の一単位であるユニットとして、このユニットが前記トラック方向に複数配置
されるように、前記マルチトラックプリアンブル付加部によって前記プリアンブルが付加
された前記トラックごとのデータを前記記録ヘッドにより前記記録媒体に記録するマルチ
トラック記録部と
　を具備することを特徴とする記録装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の記録装置であって、
　前記マルチトラックプリアンブル付加部は、前記トラックの最後に記録される前記デー
タ以外のデータに対してはこのデータの前に前記プリアンブルを付加し、前記トラックの
最後に記録される前記データに対してはこのデータの前後に前記プリアンブルを付加する
ことを特徴とする記録装置。
【請求項１６】
　記録媒体に複数のトラックを記録する方法であって、
　前記トラックごとに記録すべきデータを符号化するステップと、
　前記符号化された前記トラックごとの前記データの符号列にそれぞれ、１以上の前記ト
ラックに跨って信号を再生することが可能な再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時
のトラック幅方向の位置関係を検出するために必要なパターンを含むプリアンブルを付加
するステップと、
　前記複数のトラックの前記プリアンブル及び前記データを、前記データを再生するため
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の信号処理の一単位であるユニットとして、このユニットが前記トラック方向に複数配置
されるように、前記プリアンブルが付加された前記トラックごとのデータを前記記録ヘッ
ドにより前記記録媒体に記録するステップと
　を具備することを特徴とする記録方法。
【請求項１７】
　複数のトラックを有し、前記トラックごとに、データと、１以上の前記トラックに跨っ
て信号を再生することが可能な再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅
方向の位置関係を検出するために必要なパターンを含むプリアンブルとが配置され、前記
複数のトラックの前記データ及び前記プリアンブルが、前記データを再生するための信号
処理の一単位として、前記複数のトラックにそれぞれ連続して配置されていることを特徴
とするデータフォーマット。
【請求項１８】
　請求項１７に記載のデータフォーマットであって、
　前記データの前後に前記プリアンブルが配置されていることを特徴とするデータフォー
マット。
【請求項１９】
　複数のトラックを有し、前記トラックごとに、データと、１以上の前記トラックに跨っ
て信号を再生することが可能な再生ヘッドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅
方向の位置関係を検出するために必要なパターンを含むプリアンブルとが記録され、前記
複数のトラックの前記データ及び前記プリアンブルが、前記データを再生するための信号
処理の一単位としてトラック方向に連続して記録された記録媒体。
【請求項２０】
　記録媒体に複数のトラックを記録する装置であって、
　前記トラックごとに記録すべきデータを符号化するマルチトラック記録符号化部と、
　前記マルチトラック記録符号化部により符号化された前記トラックごとの前記データの
符号列にそれぞれ、１以上の前記トラックに跨って信号を再生することが可能な再生ヘッ
ドと前記複数のトラックとの再生時のトラック幅方向の位置関係を検出するために必要な
パターンを含むプリアンブルを付加するマルチトラックプリアンブル付加部と、
　前記複数のトラックの前記プリアンブル及び前記データを、前記データを再生するため
の信号処理の一単位であるユニットとして、このユニットが前記トラック方向に複数配置
されるように、前記マルチトラックプリアンブル付加部によって前記プリアンブルが付加
された前記トラックごとのデータを前記記録ヘッドにより前記記録媒体に記録するマルチ
トラック記録部と
　を具備する記録装置と、
　前記記録媒体から前記データを再生する装置であって、
　前記ユニットごとの前記パターンの再生信号をもとに、前記再生ヘッドと前記複数のト
ラックとの再生時のトラック幅方向の位置関係に相当するチャネル行列を演算するチャネ
ル推定演算部と、
　前記ユニット内の前記パターンの再生信号をもとに前記チャネル推定演算部にて求めら
れたチャネル行列を用いて、前記データの区間内で可変のチャネル行列を推定するチャネ
ル行列推定部と、
　前記チャネル行列推定部により推定された可変のチャネル行列を用いて、前記再生ヘッ
ドによって再生された前記１ユニット分の前記データの再生信号から、前記トラックごと
の前記データの再生信号を分離する信号分離演算部と
　を具備する再生装置と
　を具備することを特徴とする記録再生装置。
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